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関
口
安
義
著
『
芥
川
龍
之
介
新
論
』

河

内

重

雄

K
O
U
C
H
I

S
h
i
g
e
o

二
〇
一
二
年
、
芥
川
龍
之
介
の
生
誕
百
二
十
年
、
没
後
八
十
五
年
の
節

目
に
あ
わ
せ
て
、
関
口
安
義
氏
の
大
著
『
芥
川
龍
之
介
新
論
』
が
刊
行
さ

れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
「
義
仲
論
」
、
「
忠
義
」
、
「
或
日
の

大
石
内
蔵
之
助
」
、
「
戯
作
三
昧
」
、「
首
が
落
ち
た
話
」
、
「
地
獄
変
」
、
「
馬

の
脚
」
、『
支
那
游
記
』
を
扱
う
『
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
』（
新

日
本
出
版
社
）
の
続
編
で
あ
る
。
『
芥
川
龍
之
介
新
論
』
で
は
、
二
十
一
編

の
論
考
が
七
つ
の
章
に
分
け
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
章
題
は
、
「
第
Ⅰ
章

弱
者
へ
の
眼
」
、
「
第
Ⅱ
章

切
支
丹
宗
徒
へ
の
眼
」
、「
第
Ⅲ
章

不
条
理

へ
の
眼
」
な
ど
。「
第
Ⅰ
章

弱
者
へ
の
眼
」
は
、「
奇
怪
な
再
会
」
、
「
お

ぎ
ん
」
、
「
報
恩
記
」
か
ら
な
る
ご
と
く
、
各
章
は
三
節
か
ら
な
る
。

本
書
で
最
初
に
扱
わ
れ
る
「
奇
怪
な
再
会
」
は
、
一
般
に
怪
奇
小
説
の

観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
「
奇
怪
な
再
会
」
は
「
第
Ⅳ
章

怪
異
・
異
形
へ
の
眼
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
第
Ⅰ
章

弱
者
へ
の
眼
」

と
い
う
章
題
の
下
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
怪
奇
的
な
要

素
だ
け
で
な
く
、
日
清
戦
争
と
そ
の
前
後
の
時
代
に
、
弱
者
と
し
て
生
き

る
こ
と
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
者
た
ち
の
抱
え
る
問
題
を
も
、
本
作
品
に
見

出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
「
奇
怪
な
再
会
」
の
次
に
扱
わ
れ
て
い
る

「
お
ぎ
ん
」
も
、
「
第
Ⅱ
章

切
支
丹
宗
徒
へ
の
眼
」
で
は
な
く
、
「
第
Ⅰ

章

弱
者
へ
の
眼
」
に
入
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
先
行
研
究
で
は

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
脈
に
も
留
意
し
、
各
作
品
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
、
本
書
の
特
色
の
一
つ
が
あ
る
。

ま
た
、
「
第
Ⅴ
章

友
人
へ
の
眼
」
で
は
、
中
学
か
ら
の
芥
川
の
友
人

で
、
戦
後
に
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
関
す
る
論
文
で
農
学
博
士
号
を
得
た
山
本

や
ま
も
と

喜
誉
司
に
、
特
に
一
節
が
割
か
れ
て
い
る
。
中
学
時
代
や
北
京
、
ブ
ラ
ジ

き

よ

し

ル
で
の
、
芥
川
と
山
本
喜
誉
司
の
交
わ
り
が
、
資
料
を
基
に
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
山
本
喜
誉
司
を
本
格
的
に
扱
っ
た
初
の
論
考
で
あ
り
、
こ

の
点
に
も
本
書
の
特
色
の
一
つ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
個
別
的
な
特
色
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
が
、
本
書
に
は
、
全

体
に
通
底
す
る
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
界
文
学
と
い
う
観
点

か
ら
芥
川
作
品
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
時
に
見
え
て
く
る
文
脈
を
、
検
討

し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
が
『
世
界
文
学
と
し
て
の
芥

川
龍
之
介
』
の
続
編
で
あ
り
、
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
、
「
本
書
は
世

界
文
学
と
い
う
視
点
か
ら
、
芥
川
テ
ク
ス
ト
に
新
た
に
切
り
込
ん
だ
も
の

と
い
え
よ
う
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

関
口
氏
は
本
書
の
「
再
見
『
支
那
游
記
』
」
で
、
「
一
国
の
一
人
の
作
家

の
文
学
が
世
界
文
学
と
な
る
に
は
、
翻
訳
が
い
か
に
普
及
す
る
か
に
あ

る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
現
在
、
芥
川
作
品
の
翻
訳
は
世

界
四
十
ヶ
国
を
上
回
り
、
翻
訳
数
は
六
百
に
及
ん
で
い
る
。
翻
訳
言
語
は
、

英
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
マ
ジ
ャ
ー
ル

語
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
と
、
多
岐
に
わ

た
る
。
芥
川
作
品
は
翻
訳
を
通
し
て
、
世
界
中
で
読
み
得
る
状
況
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
世
界
文
学
と
呼
ぶ
こ
と
は
可
能
と
言
え
よ
う
。



様
々
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
る
、
つ
ま
り
世
界
文
学
と
さ

れ
る
上
で
、
何
が
重
要
か
。
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
、

普
遍
的
な
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
見
な
し
得
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
氏
が

「
世
界
文
学
と
い
う
視
点
か
ら
」
芥
川
作
品
を
解
釈
す
る
の
は
、
多
く
の

芥
川
作
品
に
、
普
遍
性
を
志
向
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ

ろ
う
。

普
遍
的
な
も
の
を
作
中
で
創
造
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
芥
川
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
芥
川
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
し
て
、
氏

が
本
書
で
度
々
言
及
す
る
森
鷗
外
の
「
高
瀬
舟
」
に
も
そ
の
よ
う
な
要
素

が
あ
る
。
小
説
の
最
後
で
、
同
心
の
庄
兵
衛
は
、
喜
助
の
行
為
は
奉
行
の

判
断
し
た
よ
う
に
「
人
殺
し
」
か
、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
安
楽
死
の
よ
う

な
も
の
か
と
迷
い
、
自
分
よ
り
「
上
の
も
の
」・「
オ
オ
ト
リ
テ
エ
」
＝
奉

行
の
判
断
に
従
う
し
か
な
い
と
思
う
が
、「
腑
に
落
ち
ぬ
も
の
」
が
残
る
。

そ
う
で
あ
る
以
上
、
奉
行
よ
り
も
「
上
の
も
の
」（
よ
り
高
い
次
元
）
に
向

か
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
小
説
に
は
こ
の
他
に
も
、
「
こ
の

根
柢
は
も
つ
と
深
い
處
に
あ
る
や
う
だ
」と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
表
現
は
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
観
や
権
威
、
考
え
を
一
意
見
（
特
殊
）

に
し
て
し
ま
う
、
普
遍
Ｘ
と
で
も
言
う
べ
き
超
越
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
Ｘ
で
あ
る
以
上
、
読
者
に
何
か
を
代
入
す
る
よ
う
促
し
は
す
る
が
、

ど
の
よ
う
な
意
見
を
入
れ
て
も
、
こ
れ
ら
「
上
の
も
の
」
、
「
も
つ
と
深
い

處
」
は
常
に
残
り
続
け
る
。
鷗
外
は
「
高
瀬
舟
」
発
表
以
前
に
、
小
説
「
か

の
や
う
に
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
個
々
の
考
え
よ
り
も
も
っ
と

深
い
、
何
か
普
遍
的
・
超
越
的
な
も
の
が
あ
る
「
か
の
や
う
に
」
書
い
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
近
代
文
学
が
抱
え
込
ん
だ
普
遍
性
の
問
題
を
、
作
品

に
即
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
考
え
た
い
。

芥
川
作
品
に
も
、
例
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
棄
教
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
お

ぎ
ん
」
に
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
心
」
と
あ
る
ご
と
く
、
初
期
の
「
羅
生
門
」

か
ら
晩
年
の
作
に
至
る
ま
で
、
普
遍
的
な
も
の
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
す
る

も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
芥
川
作
品
に
お
け
る
普
遍
性
の
問
題
を
考
え
る
時

に
、
氏
が
注
目
す
る
も
の
の
一
つ
は
、
宗
教
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
並
び
、
世
界

宗
教
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
神
の
前
に
お
い
て
、
人
間
は
み
な
罪
人
と

し
て
平
等
と
す
る
こ
と
で
、
普
遍
的
人
間
観
の
普
及
に
大
き
な
影
響
力
を

も
っ
て
き
た
。
氏
は
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
上

で
、
恒
藤
恭
な
ど
芥
川
の
友
人
達
に
ま
で
調
査
対
象
を
広
げ
る
。
恒
藤
恭

の
一
高
時
代
の
日
記
『
向
陵
記
』
や
長
崎
太
郎
の
日
記
、
芥
川
書
簡
な
ど

の
数
々
の
新
資
料
が
、
徹
底
的
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
芥
川

が
関
わ
り
を
も
っ
た
教
会
や
牧
師
（
東
郷
坂
教
会
、
牧
師
シ
ュ
レ
ー
デ
ル
な
ど
）

や
、
聖
書
等
に
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、

芥
川
作
品
を
普
遍
性
と
い
う
テ
ー
マ
に
即
し
て
解
釈
す
る
上
で
、
基
礎
的

な
作
業
と
言
え
よ
う
。
芥
川
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
に
つ
い
て
は
、
「
お
ぎ

ん
」
や
「
尾
形
了
斎
覚
え
書
」
、
「
奉
教
人
の
死
」
な
ど
の
本
書
の
作
品
論

だ
け
で
な
く
、
「
第
Ⅴ
章

友
人
へ
の
眼
」
で
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
氏
の
労
作
『
評
伝
長
崎
太
郎
』（
平
成
二
十
二
年
十
月

日
本
エ

デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
）
な
ど
を
併
読
す
れ
ば
、
よ
り
細
か
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

普
遍
の
対
義
語
は
特
殊
、
そ
れ
故
、
普
遍
が
問
題
と
な
る
時
に
は
、
特

殊
や
個
別
性
も
問
題
と
な
り
得
る
。
作
品
に
お
け
る
普
遍
的
な
も
の
を
強



調
す
る
あ
ま
り
、
作
中
に
認
め
ら
れ
る
特
殊
な
、
個
別
的
な
事
柄
・
要
素

へ
の
目
配
り
が
な
お
ざ
り
に
な
る
こ
と
は
、
珍
し
く
な
い
。
こ
の
点
、
氏

の
研
究
は
眼
が
行
き
届
い
て
い
る
。
「
報
恩
記
」
論
に
お
け
る
日
本
の
封

建
制
度
や
、
「
お
ぎ
ん
」
論
に
お
け
る
東
西
（
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
違
い

な
ど
、
作
品
に
読
み
取
れ
る
日
本
の
文
化
や
制
度
の
特
殊
性
に
つ
い
て
も

考
察
し
、
そ
れ
ら
が
普
遍
的
な
も
の
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
が
慎
重
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
テ
ク
ス
ト
で
は
、
そ
れ
ら
特
殊
・
個
別
的
な
要

素
は
、
人
間
性
＝
普
遍
性
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
氏
の
論
の
力
点
が
普
遍
性
の
考
察
の
方
に
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

特
殊
な
要
素
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
日
本
の
検
閲
制
度
に
つ
い
て
、
氏

が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
検
閲
制
度
は
、

前
述
の
封
建
制
度
な
ど
の
よ
う
に
、
作
中
に
表
現
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
公
権
力
が
作
家
の
創
作
活
動
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
将
軍
」
や
『
支
那
游
記
』
な
ど
の
作
品
に
お
け
る
、

表
現
や
普
遍
性
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
書
の
「
再
見
『
支
那
游
記
』
」
で
は
、『
支
那
游
記
』
に
お

け
る
中
国
の
描
か
れ
方
が
、
「
将
軍
の
実
像
」
で
は
、
「
将
軍
」
に
お
け
る

帝
国
陸
軍
の
普
遍
的
な
将
軍
表
象
が
、
そ
れ
ぞ
れ
検
閲
制
度
・
自
主
規
制

の
問
題
を
視
野
に
入
れ
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

芥
川
が
作
品
を
書
く
原
動
力
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
氏
が
本
書
で
言

及
し
、
考
察
す
る
新
カ
ン
ト
派
や
キ
リ
ス
ト
教
や
マ
ル
ク
ス
主
義
も
、
普

遍
的
な
も
の
を
前
提
と
し
て
い
る
。
Ｈ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
や
Ｒ
・
シ
ュ
タ
ム

ラ
ー
、
Ｈ
・
コ
ー
エ
ン
な
ど
の
新
カ
ン
ト
派
の
哲
学
者
た
ち
は
、
『
純
粋

理
性
批
判
』
、『
実
践
理
性
批
判
』
、『
判
断
力
批
判
』
か
ら
な
る
カ
ン
ト
の

批
判
哲
学
を
継
承
し
、
歴
史
主
義
や
自
然
主
義
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場

を
と
る
。
そ
の
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
は
、
個
々
の
具
体
的
な
経
験
か
ら
独

立
し
、
か
つ
個
々
の
経
験
に
適
用
で
き
る
、
人
間
の
普
遍
的
な
認
識
の
確

立
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
が
世
界
平
和
を
実
現
す
る
上

で
、
国
家
や
国
民
を
超
え
た
普
遍
的
な
世
界
市
民
体
制
を
模
索
し
た
こ
と

も
、
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
や
マ
ル
ク
ス
主
義
が
人
間
の
解
放

を
謳
っ
た
こ
と
も
、
言
を
俟
た
な
い
。

芥
川
た
ち
近
代
の
知
識
人
が
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
ど
の
よ
う
に
消
化
し

た
か
を
、
作
品
解
釈
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
普
遍
な
る

も
の
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
、
近
・
現
代
的
な
思
考
の
特
徴
、
可

能
性
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
重
要
な
研
究
課
題
と
考
え
る
。

こ
こ
十
数
年
、
氏
は
「
近
代
日
本
の
知
識
人
の
精
神
史
」（
『
評
伝
長
崎
太
郎
』

「
は
じ
め
に
」
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
研
究
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
狙
い
の

一
つ
が
、
近
代
以
降
の
知
識
人
た
ち
、
特
に
芥
川
と
出
発
を
共
に
し
た
豊

島
与
志
雄
・
恒
藤
恭
・
成
瀬
正
一
・
松
岡
譲
・
藤
岡
蔵
六
ら
の
一
高
群
像

が
、
普
遍
性
の
問
題
と
格
闘
し
て
き
た
軌
跡
を
描
く
こ
と
に
あ
る
の
は
疑

い
得
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
同
時
代
を
生
き
な
が
ら
、
東
北
花
巻
の
地
で
、

彼
ら
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
道
を
歩
ん
だ
宮
沢
賢
治
と
い
う
個
性
に
も
共

通
項
を
見
出
す
こ
と
と
な
る
。
本
書
を
中
心
と
し
た
氏
の
著
作
群
は
、
こ

の
よ
う
な
研
究
課
題
に
取
り
組
む
上
で
、
大
切
な
指
針
と
な
ろ
う
。

（
二
〇
一
二
年
五
月

翰
林
書
房

六
一
六
頁

八
六
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員
）
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